
１ 議 事 日 程（第１日） 

   （平成２４年第３回有田川町議会定例会） 

平成２４年９月１０日 

午前９時３０分開会 

於 議 場 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 閉会中の所管事務調査報告について 

 日程第５ 報告第19号 専決処分の承認を求めることについて 

             平成２４年度有田川町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第６ 報告第20号 平成２３年度有田川町財政健全化判断比率等について 

 日程第７ 議案第67号 平成２４年度有田川町一般会計補正予算（第３号） 

 日程第８ 議案第68号 平成２４年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

            １号） 

 日程第９ 議案第69号 平成２４年度有田川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１ 

            号） 

 日程第10 議案第70号 平成２４年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算（第２号 

            号） 

 日程第11 議案第71号 平成２４年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計補正 

            予算（第１号） 

 日程第12 議案第72号 平成２４年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

 日程第13 議案第73号 平成２４年度有田川町公共下水道事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

 日程第14 報告第74号 平成２４年度有田川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

            １号） 

 日程第15 議案第75号 平成２４年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正予算（第 

            １号） 

 日程第16 議案第76号 平成２３年度有田川町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 日程第17 議案第77号 平成２３年度有田川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 日程第18 議案第78号 平成２３年度有田川町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認 

            定について 

 日程第19 議案第79号 平成２３年度有田川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の 

            認定について 
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 日程第20 議案第80号 平成２３年度有田川町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認 

            定について 

 日程第21 議案第81号 平成２３年度有田川町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 日程第22 議案第82号 平成２３年度有田川町簡易排水事業特別会計歳入歳出決算の認 

            定について 

 日程第23 議案第83号 平成２３年度有田川町浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認定 

            について 

 日程第24 議案第84号 平成２３年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 日程第25 議案第85号 平成２３年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計歳入 

            歳出決算の認定について 

 日程第26 議案第86号 平成２３年度有田川町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の 

            認定について 

 日程第27 議案第87号 平成２３年度有田川町岩倉財産区管理会特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 日程第28 議案第88号 平成２３年度有田川町粟生財産区管理会特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 日程第29 議案第89号 平成２３年度有田川町城山山林財産区管理会特別会計歳入歳出 

            決算の認定について 

 日程第30 議案第90号 平成２３年度有田川町八幡山林財産区管理会特別会計歳入歳出 

            決算の認定について 

 日程第31 議案第91号 平成２３年度有田川町安諦山林財産区管理会特別会計歳入歳出 

            決算の認定について 

 日程第32 議案第92号 平成２３年度有田川町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認 

            定について 

 日程第33 議案第93号 有田川町景観条例の制定について 

 日程第34 議案第94号 有田川町防災会議条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第35 議案第95号 有田川町災害対策本部条例の一部を改正する条例の制定につい 

            て 

 日程第36 議案第96号 有田川町立学校に関する条例の一部を改正する条例の制定につ 

            いて 

 日程第37 議案第97号 有田川町火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第38 議案第98号 有田川町道路線の廃止について 

 日程第39 議案第99号 有田川町道路線の認定について 

 日程第40 議案第100号 有田川町道路線の廃止について 
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 日程第41 議案第101号 有田川町道路線の認定について 

 日程第42 議案第102号 有田川町道路線の廃止について 

 日程第43 議案第103号 有田川町道路線の認定について 

 日程第44 議案第104号 有田川町道路線の廃止について 

 日程第45 議案第105号 有田川町道路線の認定について 

 日程第46 議案第106号 有田川町道路線の認定について 

 日程第47 議案第107号 有田川町道路線の廃止について 

 日程第48 議案第108号 有田川町道路線の認定について 

 日程第49 議案第109号 有田川町道路線の廃止について 

 日程第50 議案第110号 有田川町道路線の認定について 

 日程第51 議案第111号 平成２４年度都市農山漁村総合交流促進施設レストラン・物販 

            棟新築工事の請負契約について 

 日程第52 議案第112号 平成２４年度有田川町防災施設整備（消防庁舎）建築工事の請 

            負契約について 

 日程第53 議案第113号 平成２４年度有田川町防災施設整備電気設備工事の請負契約に 

            ついて 

 日程第54 議案第114号 平成２４年度有田川町防災施設整備機械設備工事の請負契約に 

            ついて 

 日程第55 議案第115号 財産の取得について 

 日程第56 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

 日程第57 諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 

２ 出席議員は次のとおりである（１８名） 

    １番   増 谷   憲       ２番   堀 江 眞智子 

    ３番   橋 爪 弘 典       ４番   東   武 史 

    ５番   岡   省 吾       ６番   前  利 夫 

    ７番   湊   正 剛       ８番   佐々木 裕 哲 

    ９番   森 本   明       10番   殿 井   堯 

    11番   坂 上 東洋士       12番   楠 部 重 計 

    13番   新 家   弘       14番   西   弘 義 

    15番   中 山   進       16番   竹 本 和 泰 

    17番   亀 井 次 男       18番   森 谷 信 哉 

３ 欠席議員は次のとおりである（なし） 

４ 遅刻議員は次のとおりである（なし） 

５ 会議録署名議員 

    ８番   佐々木 裕 哲       12番   楠 部 重 計 

６ 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の氏名（１５名） 
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   町 長  中 山 正 隆    副 町 長  山 﨑 博 司 

   清 水 行 政 局 長  保 田 永一郎    消 防 長  前 田 英 幸 

   総 務 政 策 部 長  武 内 宜 夫    住 民 税 務 部 長  坂 上 泰 司 

   建 設 環 境 部 長  前     守    福 祉 保 健 部 長  中 島 詳 裕 

   産 業 振 興 部 長  福 原 茂 記    総 務 課 長  田 代 定 昭 

   企 画 財 政 課 長  林   孝 茂    教 育 委 員 長  早 田 智 代 

   教 育 長  楠 木   茂    教 育 部 長  三 角   治 

   監 査 委 員  栩 野 信 義 

７ 職務のために議場に出席した事務局職員の職氏名（２名） 

   事 務 局 長  山 本 泰 司    書 記  林   美 穂 

８ 議事の経過 

開会 ９時３０分 

○議長（中山 進） 

   おはようございます。 

   ただいまの出席議員は、１８人であります。 

   定足数に達していますので、第３回有田川町議会定例会は成立いたしました。 

   ただいまから、平成２４年第３回有田川町議会定例会を開会します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

開議 ９時３１分 

○議長（中山 進） 

   本日の会議を開きます。 

   本日の議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

……………日程第１ 会議録署名議員の指名…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、議長において、

８番、佐々木裕哲君、１２番、楠部重計君を指名します。 

……………日程第２ 会期の決定…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

   この際、議会運営委員会から、９月４日に開催されました委員会の結果について御

報告願います。 

   議会運営委員会委員長、森本明君。 

○議会運営委員長（森本 明） 

   おはようございます。 

   議長の指名がありましたので、議会運営委員会の開催結果について御報告申し上げ
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ます。 

   去る９月４日、午後１時３０分から議会運営委員会を開催し、本定例会の会期並び

に日程、各常任委員会の開催日等について協議いたしました。その結果、会期につき

ましては、本日から９月２７日までの１８日間と決定させていただきました。なお、

一般質問は２０日、２１日としております。 

   議事日程については、お手元に配付されている日程表のとおりといたしたく思いま

す。日程第５から日程第５７までの報告２件、議案４９件、諮問２件について一括上

程を行い、当局から提案理由の説明を求めた後、全員協議会にて御審査いただきたい

と思います。 

   なお、全員協議会が終わり次第、報告第１９号及び第２０号、議案第１１１号から

第１１５号までの議案５件、合計７件の審議を本日お願いいたします。 

   この会期、日程等に御賛同を賜り、円滑な議会運営ができますよう各議員の御協力

をお願い申し上げまして、御報告といたします。 

○議長（中山 進） 

   お諮りします。 

   ただいまの委員長からの報告のとおり、本定例会の会期は、本日から９月２７日ま

での１８日間にしたいと思います。 

   御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、会期は、本日から９月２７日までの１８日間に決定しました。 

……………日程第３ 諸般の報告…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第３、諸般の報告を行います。 

   本定例会に町長より提出されました案件は、報告２件、議案４９件、諮問２件であ

ります。 

   また、本日の説明員は、町長ほか１４人であります。 

   次に、本定例会までに受理いたしました陳情・要望について、過疎地の郵便局の営

業日や営業時間の短縮の検討見直しを求める意見書提出の陳情は総務文教常任委員会

に、県道生石公園線整備促進に関する要望書は産業建設常任委員会に、お手元に配付

の文書表のとおり、それぞれ付託をすることに決定しましたので御了承願います。 

   次に、監査委員より、平成２４年５月、６月、７月分の例月現金出納検査の結果及

び平成２３年度、平成２４年度の有田川町水道事業の出納検査・定期監査の結果を受

けていますので、お手元に配付のとおり報告いたします。 

   なお、平成２３年度一般会計及び各特別会計の決算認定に係る説明資料として、お
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手元に配付されていることも申し添えます。 

   以上で諸般の報告を終わります。 

……………日程第４ 閉会中の所管事務調査報告について…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第４、閉会中の所管事務調査報告についてを行います。 

   総務文教常任委員会による所管事務調査視察研修が、去る８月２９日、３０日の２

日間にわたり実施されておりますので、委員長から報告をお願いいたします。 

   総務文教常任委員会委員長、殿井堯君。 

○総務文教常任委員長（殿井 堯） 

   おはようございます。 

   ただいま議長の御指名をいただきましたんで、総務文教常任委員会の視察の報告を

させていただきます。 

   去る８月２９日、３０日の２日間にわたり、兵庫県豊岡市、京都府久御山町の視察

を行いました。初日、２９日は豊岡市を訪問し、幼児期における運動遊び事業等保育

所の運営についての意見交換をいたしました。 

   豊岡市は兵庫県の北東部に位置し、平成１７年に１市５町で合併しできた町で、人

口８万５，０００人、面積６９７平方キロメートル、市面積の８割を森林が占めてい

ます。国指定の特別天然記念物「コウノトリ」が自然放鳥され、人里で野生復帰を目

指す世界的にも例がない取り組みを進めている市でもあります。 

   豊岡市では、直接、保育現場の西保育所を訪問し、実施されている心豊かな子ども

の育成をする取り組みとして、幼児期における運動遊び事業について、実際に行って

いる現場の見学をさせていただき、その目的、事業実施の経緯についてお聞きいたし

ました。現在の子どもたちを取り巻く環境は大きく変化しており、子どもたちの遊び

の群れ遊びが少なくなり、動的な遊びから静的な遊びに移行してきました。この遊び

の変化こそが、体力の低下だけでなく、切れる、暴れる、校内暴力などといった心に

関する教育問題と大きく関係していることがわかってきたし、子どもたちが群れ遊び

を通じて友達とのコミュニケーションを学び、運動する喜びを経験し、心まで育てて

いくことがわかってきました。それで、この運動遊びの事業を取り入れたとのことで

ありました。子どもたちが心身ともに健やかに成長できるように、鉄棒や跳び箱、ロ

ープを使った遊び等、動的な遊びを日常保育の中に取り入れていました。 

   子どもたちが楽しそうに生き生きと遊んでいる中にも、挨拶、団体生活に必要な規

律も含めて指導をしている姿に共感を覚えるとともに、こちらもまた子どものころに

戻ったように懐かしく楽しくなりました。運動のできたときの喜び、達成感、満足感

を自信につなげ、挑戦する気持ちや意欲を育てるとともに、友達同士のコミュニケー

ションをとりながら遊ぶことで、我慢したり、人を思いやったり、仲よくしたりする

気持ちを育み、心豊かな人間の育成を目指している説明を受けました。 
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   昨今、子どもたちは習い事、塾等に大切な時間を奪われ、屋外で遊ぶことが少なく

なってきているように感じます。もう一度、大切な子どもたちの育て方について考え

ることも大切だと感じました。 

   さて、１日目に豊岡市へ行かせてもらったわけですが、この体育の物すごい肝心な

大切さ、１個のことに対して返事、行儀、全てを織り込んでやっていると。こういう

ことの体験で、実際に見させてもらって、僕としたら感動を覚えました。そういうこ

とで、教育長、教育部長がここにおられますけれども、有田川町の教育のほうからこ

の豊岡市へ派遣し、どういうことをやってるんかということで、今度、教育委員会の

こども教育課において実施しようやないかとして、教育が保育所の担当になっていま

すんで、そういうことをとり入れて頑張ってやってもらってると。この１３日の総務

文教の委員会においてその視察を行うということで、たいへん実のある運動なんで、

総務文教だけじゃなく、御霊保育所で１時からこの運動を皆さんに公開して、どうい

うことをやっているか、どういうことを豊岡市から受け入れたっていうことを、総務

文教は視察に入るんですけれども、総務文教だけじゃなく、皆様方ももし参加できる

時間であれば、今言われたように御霊保育所で１時からやりますんで、多数参加して、

一遍見てほしいと思います。 

   それと、２日目は京都市の久御山町を訪問しました。久御山町は、京都の都心から

南へ１５キロメートルに位置し、人口は１万６，０００人、面積は１３．８６平方キ

ロメートル、近年、第２京阪道、京滋バイパスの開通等、幹線道路が町の中央を通り、

大阪、京都の交通のかなめになっている町であり、多くの企業が立地し、活発な産業

活動が展開されている無交付団体の町であります。 

   久御山町では、平成１５年から実施されている幼保一体運営、幼保小中一貫教育に

ついて説明を受けました。幼保一体運営について、安心して子どもを出産し育てられ

るよう子育て支援の一環として、また幼稚園児と保育所児が分け隔てなく同じ環境で

同じ教育を受けられることにより、小学校以降の生活・学習の基盤を育て、スムーズ

に小学校へ入学ができるように、５歳児からの幼保一体化を実施しているとのことで

ありました。乳幼児の保育は生後６カ月以上からで、６カ月未満は家庭で保育しても

らうとのことでありました。 

   幼児期から義務教育１５年間を見通した保育・教育の充実を目指し、町内の教育機

関や保護者、地域の方が一体となって子どもたちを育てていこうという考えから、幼

保小中一貫的教育をスタートさせたとのお話でありました。保育所・幼稚園の先生、

学校の先生と指導者同士の連携、交流を行い、また幼稚園児と小学生の交流、小学生

と中学生の交流も行っているとのことでありました。 

   有田川町においても、有田川町における学園構想を打ち立て、学校、家庭、地域の

つながりを大切に、中学校区を一つの教育のまとまりと捉えて、保育所での保育と

小・中学校における教育をつなげ、つながりと一貫性を意識した取り組みを進めてい
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っています。この２日間の視察は、未来の有田川町を託す子どもたちをどのような環

境で育てていくのか、改めて考える視察となりました。 

   以上、総務文教常任委員会の視察報告とさせていただきます。 

○議長（中山 進） 

   続いて、住民福祉常任委員会による所管事務調査、視察研修が、去る７月２５日、

２６日の２日間にわたり実施されておりますので、委員長から報告をお願いいたしま

す。 

   住民福祉常任委員会委員長、増谷憲君。 

○住民福祉常任委員長（増谷 憲） 

   ただいま議長のお許しを得ましたので、住民福祉常任委員会の研修視察報告をさせ

ていただきます。 

   去る７月２５日から２６日の２日間にわたり、住民福祉常任委員会の所管事務調査

のため視察研修を行いました。今回の視察は、地域福祉推進条例を制定しての取り組

みや福祉バス運行の取り組み、介護保険の広域化での取り組みについて、長野県茅野

市と健康づくり計画や福祉の面から公共交通に取り組んでいる木曽町の取り組みを研

修してきました。視察には、当委員会６人、福祉保健部長、議会事務局の計８人で行

き、我が町でも課題になっている点に生かせることがないのかどうか深めてきました

ので、その内容を御報告いたします。 

   初日の２５日は、長野県茅野市であります。茅野市は諏訪湖に近く、人口約５万６，

７００人、２万２，０００世帯、面積２８８平方キロメートル、一般会計予算は約２

２０億円前後です。 

   まず、茅野市地域福祉の推進についてであります。 

   茅野市は３０年来、諏訪中央病院と開業医が中心になり地域医療を進めてきました。

しかし、２～３カ月で入退院する方が多く、なぜだろうという問題意識が出されまし

た。そして、そういう方々の生活はどうなっているのかとなり、これは医療だけでな

く福祉とのつながりが必要となってきます。さらに子育てや教育の問題も浮かんでき

ます。そこから、市の福祉はどうあるべきかとなってきます。 

   茅野市は、もともと在宅支援の取り組みや公民館活動が盛んでありました。さらに

生涯学習が盛んでありましたので、市民意識調査をすることになりました。意識調査

の結果、福祉や環境への比重を高めることを希望する声が多く出されます。これがま

ちづくりの方向になっていきます。このような取り組みの中で、１、市民の一人一人

が主役となり、ともに生きることができる、２、市民が生涯にわたって健やかに安心

して暮らせる、３、ふれあい、学びあい、支えあいの心があふれる、４、すべての市

民が豊かにかつ快適に生活することができるということを基本にしながら、茅野市地

域福祉計画などを作成して、地域福祉推進条例が平成１６年４月１日から施行となり

ます。この条例の前文には、「私たちは、いつまでも住みなれたこの家で暮らしたい
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と思っています」、「私たちは、子どもやお年寄りや障がいのある人もない人も、す

べての市民が明るく安心して暮らせる地域づくりが大切だと考えます」、「私たちは、

福祉でまちづくりを推進します」と明記されています。 

   以上から、子どもから高齢者、障がい者までをトータルで福祉の推進を図っていく

ことを基本にしながら、社会的弱者などができるだけ地域で住み続けられる体制を、

行政が民間、地域と一緒になって進めようとしているところに特色があります。地域

に４つの保健福祉センターが開設され、２４時間体制で総合的な相談窓口を設け、地

域を訪問できる体制がとられています。ですから、その効果は、例えば医療費の実績

からも読み取れます。１人当たりの国保の医療費は、２００８年度で全国平均が約２

８万１，２００円、長野県が約２６万５，３００円、これに対して茅野市は、約２４

万２，５００円と全国平均よりも約３万９，０００円低くなっています。１人当たり

の老人医療費では、２００７年の実績で、全国は約８６万９，６００円、長野県が約

７１万５，６００円、これに対して茅野市は約６３万４，４００円と全国平均より約

２３万５，０００円低くなっています。１人当たり後期高齢者医療では、２０１０年

の実績で全国平均は約９０万４，８００円、長野県は約７７万１，０００円、これに

対して茅野市は、約７１万６，７００円と全国平均より約１８万８，０００円低くな

っています。 

   さらに、有働正治氏著書の「まちで雇用を増やす」では、患者の残院日数は１５．

４日短縮し、医療の充実を図った結果、大幅な雇用も生まれ、平成１０年と１６年の

比較で１２１人の雇用がふえ、市が提出した資料を分析し、経済効果が５５億円を超

えていると指摘しています。また、サンデー毎日、２０１２年７月２２日号で特集記

事「年金移住するならこの県、この街」で、医療が充実している市として茅野市を紹

介しています。 

   次に、福祉バスの実績と効果についてであります。 

   バス３台、２０人乗りで１２路線を、主に６５歳以上の方、障がい者の社会参加を

目的として運行しています。通院や温泉、買い物に利用されています。週１回の運行

で上限３００円のバス代です。対象者は、利用者証を運賃支払い時に運転手に見せま

す。一般の方も乗車できますが、運賃は路線バスの料金となります。１日平均の利用

者は２８．１人、女性で８７％、高齢者９５％となっています。民間会社は１社しか

なく、問題ないと言います。委託料は、年間３台分で９００万円以内となっています。

９００万円を超える分は会社が負担することになっています。 

   次に、介護保険事業を広域化で取り組んでいることについてであります。 

   平成１５年４月１日、第２期から６市町村の広域で実施しています。岡谷市、諏訪

市、茅野市、下諏訪町、富士見町、原村が諏訪広域連合をつくって介護保険事業を実

施しています。 

   この周辺自治体では、市町村合併の動きがありましたが合併に至らず、平成１５年
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に合併の機運が高まり、介護保険事業を広域化して合併につなげようということから

介護保険の広域化が始まります。認定調査や保険料の徴収は各市町村で実施します。

５期目の６５歳以上の保険料基準額は４，７５０円となっています。そして、保険料

は１０段階に分かれています。 

   その他として、１、居住保証要綱について、２、ふれあい里山づくり条例の実績と

効果について、３、小水力発電事業の効果の見込みについて、４、公共下水道事業の

収支状況について、資料提供を求めました。 

   続いて２日目の２６日、長野県木曽町を視察いたしました。木曽町は、平成１７年

１１月１日、４町村が合併して木曽町になりました。人口１万２，６００人、約５，

１００世帯、面積４７６．０６平方キロメートル、高齢化率は３５％、ひとり暮らし

老人は７９０人です。一般会計予算は約９２億円前後です。 

   まず、木曽町の健康づくりについてであります。 

   全国の市町村は、健康増進法の施行から健康増進計画の策定が求められています。

木曽町では、町民の健康づくり計画を策定するために、事業者や各学校などにアンケ

ートを実施し、平成２３年から２７年度までの計画書をつくります。計画書には、木

曽町に住んでいる一人一人が主人公となって取り組む健康づくりと、それを木曽町が

応援するための環境づくりを目指しています。その目標を実現するために、「心のこ

と」、「身体のこと」、「食のこと」、「歯のこと」、「アルコール・たばこのこ

と」の５項目を計画の柱にして、項目別に個人、家庭、地域、園、学校、職場、関係

機関、町それぞれの分野での役割を明記しています。 

   計画書は３年ごとに見直しをします。計画の特徴は、それぞれの分野の目標値を決

めたことです。例えば、木曽町健康づくり計画には、主な指標として、体のことでは、

早寝早起きできる、適正体重の維持、定期的に運動できる、２１時に寝る３歳児の割

合を１８％から３０％まで引き上げる。 

   心のことでは、楽しみや生きがいを持つ、ストレスに気づき自分に合ったストレス

の対処をする、楽しみや趣味、生きがいがある人の割合を８４．３％から増加させる。 

   食のことでは、健康的な食生活習慣を身につける、食に対する意識を高める、地域

の食材や郷土食を大切にし次世代に伝える、毎食、主食・主菜・副菜をそろえて食べ

る人の割合を６１．４％から７０％に引き上げる。 

   歯のことでは、８０２０運動の推進のために、歯の健康に関する継続した情報提供

をする、う歯（子どもの歯）保有率を減らす、う歯治療率をふやす、定期的に歯科健

診に行く人をふやす、毎食後、歯磨きする人の割合を４８％から６０％に引き上げる、

アルコール・たばこのことでは、適正飲酒の正しい知識の普及、たばこの健康被害の

情報提供、たばこによる疾病・死亡の減少を目指す、喫煙者の割合を男性で２１．

９％から１５％に減らす、女性で２．２％から１％に減らすとなっています。この支

える体制では、保健師は１０人、栄養士３人、３カ所の各支所へ１人ずつ配置、１人
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は包括センターへ配置しています。 

   また、特定健診率は４８％です。集団健診や人間ドックには限界があるとして、個

人が進んで病院などで受診されるよう働きかけています。保健師などが電話したり、

地域を訪問しています。食生活の改善では、地域でバイキング料理をして、自分がと

ったおかずなどのカロリーが合計何カロリーになるか出して、カロリーのとり過ぎの

注意喚起もされています。 

   次に、木曽町の過疎化・高齢化対策として、木曽町生活交通システムについてであ

ります。 

   町民の約３分の１が交通不便者、特に高齢者や高校生が不便を来しています。町村

合併前の公共交通は、さまざまな運行形態と課題がありました。 

   まず、運行形態などはさまざまでありました。民間事業者の運行、廃止路線代替バ

ス、町村のコミュニティーバス、スクールバス、園児バス、高校生特発バス、高齢者

福祉乗車券交付、高校生通学定期券補助などです。２つ目に、旧町村間での運行サー

ビスの格差が大きかったようです。例えば、巡回バスを無料で走らせていた村や廃止

路線代替バスは１日２往復のみなどです。３つ目に、運賃の負担が大きいことです。

普通運賃で片道１，５６０円、バス 長区間が３６．５キロメートル、高校生の通学

定期が年間３０万円も要ったことです。こうした状況とあわせて、バス事業者が撤退

した路線を町がかわって運行することになります。幹線バスと地域内循環バス、ディ

マンドタクシーなどを組み合わせた総合的なバス・タクシーシステムに変えていきま

す。また、スクールバスも利用して混乗しています。 

   運行形態は、木曽福島市街地から旧３町村の中心地までを連絡します。そして、各

地域内は路線バスの乗り継ぎができるよう、巡回バス、ディマンド乗り合いタクシー

を地域に合わせて運行しています。乗り継ぎの場所は、各地区の支所などの主要地点

としています。バス停約２５０カ所、運行路線系統の距離が延べ５４３キロメートル、

バス停や時刻表は町が作成しています。年間の利用者数は、２０万人から２１．６万

人となっています。運賃は２００円となっています。観光客から運賃が２００円と安

いので、これでいいのかとよく聞かれるそうです。運行業務は町内３業者に委託。そ

して、住民アンケートに取り組む中で、１日の運行本数や運賃などを決めています。 

   事業費ですが、平成２３年度の決算額は、支出で１億７，２１４万５，０００円余

り、そのうち主なものは運賃委託で約１億６，７０６万６，１５０円、収入は４，０

９６万円余りで、そのうち主なものは運賃収入２，８３３万円となっています。差し

引き約１億３，１１８万円が赤字となっておりますが、この赤字額の８割を特別交付

税で措置してもらい、残り２割を木曽町が負担しています。 

   今後の課題として、運賃の問題や利用促進対策を挙げています。この利用対策で、

個人時刻表（マイ時刻表）の普及があります。パソコンで自分の乗りたいバス停とお

りたいバス停を入力すると、自分に合った時刻表が打ち出せるようになっています。
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また、ディマンド乗り合いタクシーの問題として、利用は登録制で、自宅がバス停か

ら１キロメートル離れている交通不便者を対象としています。このような現状から、

利用したくても利用できない町民が多いようです。 

   以上の交通体系から見て、まだまだ課題も多くありますが、町民へのアンケートに

基づく運行形態の実施、交通弱者の立場を考えて常に改善していく姿勢で取り組んで

いることはいいことだと思います。有田川町も赤字部分への特別交付税措置は８割ま

で利用できるのになぜ申請しないのか、活用すべきだと思います。また、民間業者と

の連携をどうとるのかも大きな課題ですが、木曽町ではうまくいっているようです。

有田川町では粘り強い取り組みが求められると思います。 

   その他として、１、子育て支援事業－保育協力員「おじいちゃん先生」について、

１、住宅リフォーム補助制度の実績と効果について、３、公共下水道事業の収支状況

について、４、介護保険事業の広域化について資料提供を求めました。 

   終わりに、この２日間の研修は、有田川町の今後の重要課題になってくる高齢化・

過疎化対策の中心は福祉部門の充実にあることは間違いのないことであり、そういう

意味から健康対策や交通弱者対策を研修できたことは、私たち議員に重要な示唆を与

えてくれたことを申し上げまして、住民福祉常任委員会の視察研修報告とさせていた

だきます。 

○議長（中山 進） 

   これで、閉会中の所管事務調査報告を終わります。 

   お諮りします。 

   日程第５から日程第５７までの議案５３件を一括議題としたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、日程第５から日程第５７までの議案５３件を一括議題とします。 

   提案理由の説明を求めます。 

   町長、中山正隆君。 

○町長（中山正隆） 

   おはようございます。 

   もう９月１０日ですけれども、普通、毎年であれば少し涼しくなるんですが、なか

なか涼しくならなくて、また今週も後半から３５度前後の日が続くようであります。 

   本日ここに、平成２４年第３回有田川町議会定例会を招集いたしましたところ、議

員各位には、何かとお忙しい中、御参集を賜りまして、厚く御礼を申し上げます。 

   それでは、ただいま上程されました議案について、御説明を申し上げます。 

   報告第１９号は、平成２４年度有田川町一般会計補正予算第２号として、地方自治
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法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分の承認を求めるものであります。 

   今回の補正は、本年６月２１日、２２日発生の豪雨等により町道に災害が発生し、

緊急に工事を施工し、住民の生活の安全を確保する必要が生じたために、早急に予算

措置を講じたものであります。補正額は、歳入歳出それぞれ２，３００万円を追加し、

補正後の予算総額は１６６億８，３００万７，０００円と相なりました。 

   なお、補正額の財源といたしましては、繰越金を充当しております。 

   報告第２０号は、平成２３年度有田川町財政健全化判断比率等についてであります。 

   地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により、実質赤字比率、連結実質

赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率及び公営企業の経営健全化をあらわす資本

不足比率を算出し、監査委員の意見を付した上で議会に報告するものであります。 

   議案第６７号は、平成２４年度有田川町一般会計補正予算第３号であります。 

   今回の補正の主なものは、共通するものとして、職員の人事異動による配置がえに

伴い、各科目において職員給与等の増減補正を行っています。 

   ２款総務費の賦課徴収費では、所得の修正申告に係る過誤納付還付金等２７０万円

を、３款民生費の障害者福祉費では、委託料として１２５万円や平成２３年度の精算

に係る国庫負担金の返納金等として１４６万９，０００円を、老人福祉費では、介護

保険事業特別会計や後期高齢者医療特別会計への繰出金として１，２９４万８，００

０円を、児童措置費では、児童発達支援事業給付費補助金として１２０万円、児童手

当特例給付費として６００万円を、４款衛生費の予防費では、予防接種法の改正によ

り医師等報償費を１５８万８，０００円減額し、予防接種委託料として４１３万７，

０００円を増額、環境衛生費として、かねてより和歌山県と協議を重ねてまいりまし

た二川ダムの維持放流水を利用した小水力発電施設の設置について、このたび県と協

議が整いましたので、その施設の建設に向けての調査設計委託料として６００万円と

債務負担行為の追加を、上水道施設では、簡易水道事業特別会計への繰出金を１，１

３８万４，０００円の減額、５款労働費の労働諸費では、県の緊急雇用創出基金事業

の追加に係るものとして４９５万円を、６款農林水産業費の農業振興費では、鳥獣被

害防止総合対策交付金事業補助金などに１，８１０万円を、農地費として、県営中山

間地域ほ場環境整備モデル事業の負担金として７５０万円を、排水事業費として、農

業集落排水事業特別会計繰出金に２６３万３，０００円を、森林整備費として、間伐

等実施事業補助金に５３６万２，０００円を、治山事業費として、県土防災対策治山

事業に６７０万２，０００円を、７款商工費の観光費では、かなや明恵峡温泉特別会

計繰出金として５２４万６，０００円を、８款土木費の道路橋りょう維持費では、機

械器具借上料に３００万円、町道出長田堤防線の維持修繕事業に１，４００万円を、

公共下水道費では、公共下水道事業特別会計繰出金として１，００５万５，０００円

を、１１款災害復旧費の農地災害復旧費では、工事請負費に１，２００万円をそれぞ

れ補正し、今回の補正額は、歳入歳出それぞれ１億５，１７７万２，０００円を追加
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し、補正後の予算総額は１６８億３，４７７万９，０００円と相なりました。 

   なお、補正額の財源といたしまして、地方交付税、国・県支出金、基金繰入金及び

町債などを充てることにいたしております。 

   議案第６８号は、平成２４年度有田川町国民健康保険事業特別会計補正予算第１号

であります。 

   今回の補正の主なものは、医療給付費等負担金の前年度分返納金等に４，２９４万

３，０００円を、保険税還付金として２００万円を、また人事異動による配置がえに

伴う職員給与費など補正し、補正総額は４，６６６万１，０００円を追加し、補正後

の予算総額は３７億２，９２１万２，０００円と相なりました。 

   なお、補正額の財源といたしまして、一般会計からの繰入金及び繰越金を充てるこ

とにいたしております。 

   議案第６９号は、平成２４年度有田川町後期高齢者医療特別会計補正予算第１号で

あります。 

   今回の補正の主なものは、職員の人事異動による配置がえに伴う職員給与費に５１

０万７，０００円を、保健衛生普及費の１日ドックや脳ドックの助成に２５０万円を

それぞれ補正し、補正総額は７６０万７，０００円を追加し、補正後の予算総額は６

億８，４４２万円と相なりました。 

   なお、補正額の財源といたしまして、一般会計繰入金などを充てることにいたして

おります。 

   議案第７０号は、平成２４年度有田川町介護保険事業特別会計補正予算第２号であ

ります。 

   今回の補正の主なものは、職員の人事異動による配置がえに伴う職員給与費に７８

４万１，０００円、基金積立金に１，６６３万５，０００円、国庫交付金等の前年度

返納金として６８８万２，０００円を、予備費に６１３万７，０００円をそれぞれ補

正し、補正総額は３，７４９万５，０００円を追加し、補正後の予算総額は２６億１，

７１８万６，０００円と相なりました。 

   なお、補正額の財源といたしまして、国・県支出金、支払基金交付金、一般会計繰

入金及び繰越金を充てることにいたしております。 

   議案第７１号は、平成２４年度有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計補正予

算第１号であります。今回の補正は、施設管理費の測量設計監理等委託料に１１０万

円を追加し、補正後の予算総額は２９３万９，０００円と相なります。 

   なお、この財源といたしましては、基金繰入金を充てることにしています。 

   議案第７２号は、平成２４年度有田川町簡易水道事業特別会計補正予算第１号であ

ります。 

   今回の補正は、人事異動による配置がえに伴い、職員給与費１，１３８万４，００

０を減額するものです。補正後の予算総額は５億９，２８３万１，０００円と相なり
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ました。 

   なお、補正財源は一般会計からの繰入金を減額することにいたしております。 

   議案第７３号は、平成２４年度有田川町公共下水道事業特別会計補正予算第１号で

あります。 

   今回の補正は、人事異動による配置がえに伴い、職員給与費に１，００５万５，０

００円を追加するものです。補正後の予算総額は１１億５，９５４万７，０００円と

相なりました。 

   なお、補正額の財源といたしまして、一般会計繰入金を充てることにしております。 

   議案第７４号は、平成２４年度有田川町農業集落排水事業特別会計補正予算第１号

であります。 

   今回の補正は、人事異動による配置がえに伴い、職員給与費２６３万３，０００円

を追加するものです。補正後の予算総額は３億６９万５，０００円と相なりました。 

   なお、補正額の財源といたしまして、一般会計繰入金を充てることといたしており

ます。 

   議案第７５号は、平成２４年度有田川町かなや明恵峡温泉特別会計補正予算第１号

であります。 

   今回の補正は、施設管理費の修繕料などに５２４万６，０００円を追加するもので

す。補正後の予算総額は１億２，６７１万２，０００円と相なりました。 

   なお、補正額の財源といたしまして、一般会計繰入金を充てることといたしており

ます。 

   続いて、議案第７６号から議案第９２号までの１７議案につきましては、平成２３

年度有田川町一般会計及び特別会計の決算認定をお願いするものであります。その概

要につきましては、各会計管理者及び建設環境部長より説明させることにいたします。 

   議案第９３号は、有田川町景観条例の制定についてであります。 

   本条例は、有田川流域の独特な地形に造成された棚田や段々畑の美しい農林業の景

観や歴史的文化遺産など、有田川町らしい景観の価値に気づき、景観に対する町民意

識の高揚を図り、有田川町らしい良好な景観の形成を推進していくことを目的として

制定するものであります。 

   議案第９４号は、有田川町防災会議条例の一部を改正する条例についてであります。 

   本条例は、災害対策基本法の一部が改正されたことに伴い、現行の有田川町防災会

議条例の一部を改正するものであります。 

   議案第９５号は、有田川町災害対策本部条例の一部を改正する条例の制定について

であります。 

   本条例も、災害対策基本法の一部が改正されたことに伴い、現行の有田川町災害対

策本部条例の一部を改正するものであります。 

   議案第９６号は、有田川町立学校に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
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てであります。 

   本条例は、平成２４年４月１日から休校してきた修理川小学校について、社団法人

和歌山県福祉事業団より障害者の方を対象にした有田生活介護事業所として使用した

旨の要望があり、この小学校については将来的にも児童の増加は望めない状況にある

ことから、今回、休校から廃止への手続が必要となり、地方自治法第２４４条の２の

規定により、現行の有田川町立学校条例の一部を改正するものであります。 

   議案第９７号は、有田川町火災予防条例の一部を改正する条例の制定についてであ

ります。 

   本条例は、対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに

関する条例の制定に関する基準を定める省令の一部を改正する省令が平成２４年３月

２７日に公布され、近年の電気自動車の普及に伴い設置が進められている急速充電設

備について、対象火気設備等の種類に追加するとともに、これを設置する際の位置、

構造及び管理に関する基準の細目を新たに定めるなどの条例の制定に関する基準の改

正が行われたことにより、有田川町火災予防条例の一部を改正するものであります。 

   続いて、議案第９８号から議案第１１０号までについては、有田川町道の路線の廃

止と認定についてであります。 

   これらにつきましては、現在、北部農免道路、南部農免道路及び南部農免道路支線

１号として供用されて以来、地域間を連絡する主要道路として産業振興や経済効果に

もたいへん重要な役割を果たしていることから、今回、道路台帳を整備する際に廃止

や認定をお願いするものであります。 

   議案第９８号は、有田川町道路線の廃止についてであります。 

   有田川町大字田口地内、町道田口千葉山線延長３，８０６．７５メートルを、道路

法の規定により町道の廃止をお願いするものであります。 

   議案第９９号は、有田川町道路線の認定についてであります。 

   有田川町大字田口及び大賀畑地内、町道田口千葉山線延長６，１７９．７５メート

ルを、道路法の規定により町道の認定をお願いするものであります。 

   議案第１００号は、有田川町道路線の廃止についてであります。 

   有田川町大字徳田地内、町道徳田吉見線延長５９０．６１メートルを、道路法の規

定により町道の廃止をお願いするものであります。 

   議案第１０１号は、有田川町道路線の認定についてであります。 

   有田川町大字徳田及び吉見地内、町道徳田吉見線延長２，７９０．６１メートルを、

道路法の規定により町道の認定をお願いするものであります。 

   議案第１０２号は、有田川町道路線の廃止についてであります。 

   有田川町大字吉見地内、町道吉見西谷線延長８５４．３１メートルを、道路法の規

定により町道の廃止をお願いするものであります。 

   議案第１０３号は、有田川町道路線の認定についてであります。 
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   有田川町大字吉見地内、町道吉見西谷線延長５８９．３１メートルを、道路法の規

定により町道の認定をお願いするものであります。 

   議案第１０４号は、有田川町道路線の廃止についてであります。 

   有田川町大字奥地内、町道矢熊池線延長１，２９５．８５メートルを、道路法の規

定により町道の廃止をお願いするものであります。 

   議案第１０５号は、有田川町道路線の認定についてであります。 

   有田川町大字奥地内、町道矢熊池線延長９１３．８５メートルを、道路法の規定に

より町道の認定をお願いするものであります。 

   議案第１０６号は、有田川町道路線の認定についてであります。 

   有田川町大字吉見及び奥地内、町道吉見奥線延長２，５５１．１０メートルを、道

路法の規定により町道の認定をお願いするものであります。 

   議案第１０７号は、有田川町道路線の廃止についてであります。 

   有田川町大字奥地内、町道市伏池線延長３１４．０２メートルを、道路法の規定に

より町道の廃止をお願いするものであります。 

   議案第１０８号は、有田川町道路線の認定についてであります。 

   有田川町大字奥及び植野地内、町道市伏池線の延長７９０．２２メートルを、道路

法の規定により町道の認定をお願いするものであります。 

   議案第１０９号は、有田川町道路線の廃止についてであります。 

   有田川町大字奥及び下津野地内、町道手水池奥線延長１，１９９．７５メートルを、

道路法の規定により町道の廃止をお願いするものであります。 

   議案第１１０号は、有田川町道路線の認定についてであります。 

   有田川町大字奥及び下津野地内、町道手水池奥線延長１，４４１．７５メートルを、

道路法の規定により町道の認定をお願いするものであります。 

   議案第１１１号は、平成２４年度都市農山漁村総合交流促進施設レストラン・物販

棟新築工事の請負契約についてであります。 

   平成２４年度都市農山漁村総合交流促進施設レストラン・物販棟新築工事を施工す

るため、平成２４年８月３０日、９業者を指名し競争入札に付したところ、有田郡有

田川町大字粟生２４５番地２、株式会社辻本組、代表取締役辻本忠信氏が８，７６７

万５，０００円で落札いたしましたので、工事請負契約を締結するに当たり議会の議

決をお願いするものであります。 

   議案第１１２号は、平成２４年度有田川町防災施設整備消防庁舎建築工事の請負契

約についてであります。 

   平成２４年度有田川町防災施設整備消防庁舎建築工事を施工するため、平成２４年

８月３０日、１３業者を指名し競争入札に付したところ、大阪市中央区北浜東４番３

３号、株式会社大林組、大阪本店専務執行役員、大阪本店長長谷川博氏が５億６，０

１９万６，０００円で落札いたしましたので、工事請負契約を締結するに当たり議会
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の議決をお願いするものであります。 

   議案第１１３号は、平成２４年度有田川町防災施設整備電気設備工事の請負契約に

ついてであります。 

   平成２４年度有田川町防災施設整備電気設備工事を施工するため、平成２４年８月

３０日、７業者を指名し競争入札に付したところ、和歌山市西浜３丁目７番６４号、

株式会社かんでんエンジニアリング、和歌山支店、和歌山支店長松田庄蔵氏が１億１，

９５４万２，５００円で落札いたしましたので、工事請負契約を締結するに当たり議

会の議決をお願いするものであります。 

   議案第１１４号は、平成２４年度有田川町防災施設整備機械設備工事の請負契約に

ついてであります。 

   平成２４年度有田川町防災施設整備機械設備工事を施工するため、平成２４年８月

３０日、９業者を指名し競争入札に付したところ、和歌山市中３６５番地１号、東洋

熱工業株式会社、和歌山営業所、所長清水敦史氏が９，１０３万５，０００円で落札

いたしましたので、工事請負契約を締結するに当たり議会の議決をお願いするもので

あります。 

   議案第１１５号は、財産取得についてであります。 

   平成２４年度和歌山県石油貯蔵施設立地対策等交付金事業、消防団乙種衣の購入に

ついて。 

   平成２４年８月３０日、６業者を指名し競争入札に付したところ、有田市宮原町新

町２２７の６、有限会社ボウキョウ、代表取締役谷口富夫氏が１，１９９万６，２５

０円で落札いたしましたので、物品購入契約を締結するに当たり議会の議決をお願い

するものであります。 

   続きまして、諮問第２号は、人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることに

ついてであります。 

   人権擁護委員、山﨑一幸氏が、平成２４年１２月３１日をもって任期満了となりま

す。つきましては、引き続き同氏を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、議

会の意見を求めるものであります。 

   諮問第３号も同じく人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについてで

あります。 

   人権擁護委員、三ツ村あけみ氏が、平成２４年１２月３１日をもって任期満了とな

ります。つきましては、後任に人格が高潔で人権擁護に関し識見を有する有田川町大

字青田１０８番地１、山口芳子氏を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、議

会の意見を求めるものであります。 

   以上で提出議案に対する私の説明が終わりました。何とぞ御審議の上、御賛同賜わ

りますようお願いを申し上げます。ありがとうございました。 

○議長（中山 進） 
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   以上、町長の提案理由の説明が終わりました。 

   続きまして、補足説明をお願いします。 

   住民税務部長、坂上泰司君。 

○住民税務部長（坂上泰司） 

   それでは、議案第７６号から議案第９１号までの平成２３年度一般会計及び特別会

計の決算につきまして、補足説明をさせていただきます。 

   なお、決算状況につきましては、それぞれの関係書類の詳細に記載されております

ので、概要のみの説明とさせていただきます。 

   お手元に配付してございます平成２３年度有田川町一般会計、特別会計、決算説明

資料に基づきまして御説明申し上げます。 

   なお、この資料の金額は１，０００円単位で、比率や割合につきましては小数点第

１位となっておりますので、よろしくお願いをいたします。 

   それでは、１ページの決算総括表をごらんください。 

   一般会計と１５の特別会計の歳入歳出決算状況でございます。表の一番下ですが、

一般会計と特別会計の予算現額合計２７７億１，２９７万１，０００円に対しまして、

歳入歳出決算額合計は２５９億５，３９５万４，０００円で、予算現額に対する収入

率は９３．７％となっております。 

   次に、歳出ですが、歳出決算額合計や２５４億３，５８９万２，０００円で、予算

現額に対する執行率は９１．８％となっております。歳入歳出差引額の合計は５億１，

８０６万２，０００円で、翌年度へ繰り越すべき財源の合計１億２，９８９万６，０

００円を差し引きいたしました実質収支額は３億８，８１６万６，０００円となって

おります。 

   次に、２ページをお願いいたします。 

   議案第７６号、有田川町一般会計歳入歳出決算から御説明申し上げます。 

   まず、一般会計歳入決算状況をごらんください。歳入合計は１６９億７，８３５万

５，０００円で、前年度と比較いたしまして３億２，０２１万４，０００円、率にい

たしまして１．９％の減となっております。 

   増減の主なものを申し上げますと、１０款地方交付税の１億２，３４５万７，００

０円の減、１４款国庫支出金の３億２，１７０万１，０００円の減、１５款県支出金

の１億７，６８０万１，０００円の減となった一方、２１款町債が４億１，１３０万

円の増となっております。歳入に占める割合で も高いのが、１０款地方交付税の４

２．５％、１款町税の１７％、２１款町債の１５％の順となっております。 

   歳入総額のうち自主財源は３９億７，５０９万５，０００円で、前年度と比べまし

て７，７５９万１，０００円、率にして１．９％の減となっておりまして、１８款繰

入金及び１９款繰越金の減が主な要因となっております。また、自主財源の構成比で

は２３．４％で、前年度と同率となっております。 
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   次に３ページ、一般会計歳出決算状況をごらんください。 

   歳出合計は１６５億６，２１６万３，０００円で、前年度と比較して３億１，８４

２万１，０００円、率にして１．９％の減となっております。 

   増減の主なものを申し上げますと、まず２款総務費は、主に経済危機対策事業や公

共投資臨時交付金事業などが終了したことにより、前年度より３億５１万６，０００

円、１２．２％の減、１０款教育費は、主に吉備中学校建設事業の増により前年度よ

り４億２，０６４万１，０００円、２７．２％の増、１１款災害復旧費は、台風１２

号等による被害で林業、公共土木施設の災害復旧費の増により前年度より３億６，０

１９万５，０００円、３０５．６％の増、１３款諸支出金は、財政調整基金の２億円

を初め各基金積立金の減額により前年度より７億６，１０８万９，０００円、４７．

１％の減となっております。 

   また収支の状況につきましては、下の表でありますが、歳入歳出差引額４億１，６

１９万２，０００円、翌年度へ繰り越すべき財源１億２，３２６万９，０００円を差

し引きいたしました実質収支額は、２億９，２９２万３，０００円となっております。 

   次に、４ページをごらんください。 

   議案第７７号、有田川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入の主なものは、１款国民健康保険税１０億１，０２６万円、３款国庫支出金１

０億３，９８７万円で、歳入合計３６億３，１５８万４，０００円となっております。 

   歳出の主なものは、２款保険給付費２２億９，９３５万７，０００円で、歳出合計

３５億５，４６３万６，０００円となっております。歳入歳出差引額と実質収支額は

同額の７，６９４万８，０００円となっております。 

   次に、５ページをごらんください。 

   議案第７８号、有田川町介護保険事業特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入の主なものは、３款国庫支出金６億３，２１２万３，０００円、４款支払基金

交付金６億９，７７６万６，０００円で、歳入合計２４億８，９３８万３，０００円

となっております。 

   歳出の主なものは、２款保険給付費２３億２，１２２万９，０００円で、歳出合計

２４億７，９２５万６，０００円となっております。歳入歳出差引額と実質収支額は

同額の１，０１２万７，０００円となっております。 

   次に、６ページをごらんください。 

   議案第７９号、有田川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入の主なものは、３款繰入金４億６，７９７万７，０００円で、歳入合計６億７，

８５１万円、歳出の主なものは２款後期高齢者医療納付金６億３，２８４万５，００

０円で、歳出合計６億７，３８３万２，０００円となっており、歳入歳出差引額と実

質収支額は同額の４６７万８，０００円となっております。 

   次に、７ページをごらんください。 

－２０－ 



   議案第８０号、有田川町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入の主なものは、２款使用料及び手数料１億８，８９９万７，０００円、５款繰

入金２億５，３５０万円で、歳入合計７億１，８４１万７，０００円となっておりま

す。 

   歳出の主なものは、２款水道施設費３億８，２５４万７，０００円、３款公債費２

億８，０２５万９，０００円で、歳出合計７億１，１３０万４，０００円となってお

ります。歳入歳出差引額７１１万３，０００円、翌年度へ繰り越すべき財源６６２万

７，０００円を差し引きいたしました実質収支額は４８万６，０００円となっており

ます。 

   次に、８ページをごらんください。 

   議案第８１号、有田川町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入歳出合計額はともに２億９，３３６万９，０００円で、歳入歳出差引額はゼロ

円となっております。 

   次に、９ページをごらんください。 

   議案第８２号、有田川町簡易排水事業特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入歳出合計額はともに１７４万４，０００円で、歳入歳出差引額はゼロ円となっ

ております。 

   次に、議案第８３号、有田川町浄化槽事業特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入歳出合計はともに７７４万２，０００円で、歳入歳出差引額はゼロ円となって

おります。 

   次に、１０ページをごらんください。 

   議案第８４号、有田川町かなや明恵峡温泉特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入の主なものは、１款使用料及び手数料５，７５７万６，０００円、５款諸収入

４，５２３万７，０００円で、歳入合計１億６９３万２，０００円、歳出合計は１億

６９３万２，０００円で、歳入歳出差引額はゼロ円となっております。 

   次に、議案第８５号、有田川町特別養護老人ホーム等事業特別会計歳入歳出決算で

ございます。 

   歳入合計１，１０４万３，０００円、歳出合計１，０６２万３，０００円で、歳入

歳出差引額と実質収支額は同額の４２万円となっております。 

   次に、１１ページをごらんください。 

   議案第８６号、有田川町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入の主なものは、３款国庫支出金３億２，０８９万２，０００円、６款町債３億

９，９６０万円で、歳入合計１０億３，３３２万４，０００円となっております。 

   歳出の主なものは、２款公共下水道事業費の８億１，９４１万４，０００円、歳入

歳出合計はともに１０億３，３３２万４，０００円となっており、歳入歳出差引額は

ゼロ円となっております。 
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   次に、１２ページをごらんください。 

   議案第８７号、有田川町岩倉財産区管理会特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入合計２万円、歳出合計２万円で、歳入歳出差引額はゼロ円となっております。 

   次に、議案第８８号、有田川町粟生財産区管理会特別会計歳入歳出決算でございま

す。 

   歳入合計５３万５，０００円で、歳出はございません。歳入歳出差引額と実質収支

額はともに同額の５３万５，０００円となっております。 

   次に、議案第８９号、有田川町城山山林財産区管理会特別会計歳入歳出決算でござ

います。 

   歳入合計１８１万７，０００円で、歳出はございません。歳入歳出差引額と実質収

支額はともに同額の１８１万７，０００円となっております。 

   次に、１３ページをごらんください。 

   議案第９０号、有田川町八幡山林財産区管理会特別会計歳入歳出決算でございます。 

   歳入合計１０６万６，０００円、歳出合計９４万７，０００円で、歳入歳出差引額

と実質収支額はともに同額の１１万９，０００円となっております。 

   次に、議案第９１号、有田川町安諦山林財産区管理会特別会計歳入歳出決算でござ

います。 

   歳入合計は１１万３，０００円で、歳出はございません。歳入歳出差引額と実質収

支額はともに同額の１１万３，０００円となっております。 

   以下、１４ページからは町税等の収納状況、１５ページは一般会計繰入金の状況、

１６ページは基金繰入金状況などを、また決算書の５８３ページからは財産に関する

調書となっており、公有財産、物品、基金に関する決算年度中の増減及び決算年度末

現在高を掲げておりますので、御参照いただきたいと思います。 

   以上で、一般会計及び特別会計に係る決算の補足説明を終わらせていただきます。

御審議の上、御認定賜わりますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中山 進） 

   続いて、建設環境部長、前守君。 

○建設環境部長（前 守） 

   おはようございます。それでは、議案の補足説明をさせていただきます。 

   議案第９２号、平成２３年度有田川町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定に

ついてでございます。 

   決算書の１ページをごらんください。 

   まず、収益的収入及び支出で収入の部、第１款水道事業収益は４億３５万２，１９

７円です。内訳としましては、第１項営業収益３億８，０８７万３，１２０円、第２

項営業外収益は１，９４７万９，０７７円でございます。 

   支出の部では、第１款水道事業費用といたしまして３億１，８９３万４，２８６円
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です。内訳といたしまして、第１項の営業費用として２億９，２１８万２，１７２円、

第２項の営業外費用は２，６６１万６，３２２円で、第３項特別損失は１３万５，７

９２円でございます。 

   次に、資本的収入及び支出につきましては、収入の部、第１款資本的収入は１億５，

１６９万５，４６０円です。内訳といたしましては、第１項の工事負担金１億５，１

６９万５，４６０円、支出の部では、第１款資本的支出といたしまして２億４，３２

５万５，９７０円です。内訳といたしまして、第１項建設改良費１億８，９３４万９，

１４５円、第２項企業債償還金５，３９０万６，８２５円となります。資本的収入額

が資本的支出額に対して９，１５６万５１０円不足しますが、これにつきましては過

年度分損益勘定保留資金２，０３３万１，５３４円、当年度損益勘定保留資金６，９

４３万６，２４２円、消費税資本的収支調整額１７９万２，７３４円により補填させ

ていただいております。 

   続きまして、３ページから７ページにつきましては、損益計算書、剰余金計算書、

剰余金処分計算書（案）、貸借対照表でありますが、この中で４ページの剰余金計算

書の右側の利益剰余金の中ほどにあります繰越利益剰余金年度末残高２，１８８万１，

１４３円と当年度純利益７，０４９万８，９９８円を合計いたしました９，２３８万

１４１円が未処分利益剰余金となります。 

   また、５ページの剰余金処分計算書（案）につきましては、議決をいただく事項で

ございますが、当年度未処分利益剰余金９，２３８万１４１円の中より５００万円を

減債積立金３，０００万円を建設改良積立金とし、残高５，７３８万１４１円は平成

２４年度繰越利益剰余金とさせていただいておりますので、御審議のほどよろしくお

願いいたします。 

   なお、９ページから２３ページまでは決算附属書類並び参考資料でございます。御

確認のほどよろしくお願いいたします。 

   以上、簡単ですが、説明を終わらせていただきます。 

○議長（中山 進） 

   ほかに補足説明はありませんか。 

   ―― ないようですので、提案理由の説明を終わります。 

   次に、監査委員より、日程第１６、議案第７６号から日程第３２、議案第９２号ま

での平成２３年度各会計の監査報告をお願いいたします。 

   代表監査委員、栩野信義君。 

○代表監査委員（栩野信義） 

   ただいま平成２３年度決算について審査意見を求められましたので、御報告いたし

ます。 

   なお、一部会計管理者の御報告と重複する部分がございますが、御了承いただきた

く存じます。 
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   決算審査は、去る８月１日から８月６日まで、亀井監査委員とともに地方自治法第

２３３条第２項及び同法２４１条第５項の規定に基づき、平成２３年度有田川町一般

会計、特別会計の歳入歳出決算及び基金の運用状況、並びに地方公営企業法第３０条

第２項の規定に基づき、平成２３年度有田川町水道事業会計の決算について、予算科

目を担当する各課ごとに審査をいたしました。 

   審査の方法といたしましては、町長から審査に付されました各会計の歳入歳出決算

書及び決算附属書類並びに基金の運用状況を示す書類とともに、各課から主要施策の

成果説明書の提出を求め、あわせて定期監査、随時監査及び例月出納検査の結果を参

考にして実施いたしました。 

   審査の結果につきましては、結論的には、各会計の歳入歳出決算書及び附属書類は

いずれも関係法令に準拠して作成されており、それぞれの関係諸帳簿及び証拠書類と

照合した結果、決算内容、その他会計事務の処理については適正に処理されており、

一部の繰越明許事業を除き所期の成果を得たものと認めます。 

   なお、例月出納検査、定期監査や随時監査及び本審査において指摘あるいは指導し

た事項については、今後、検討または改善の措置を講じるよう要望するものでありま

す。 

   まず、有田川町全体の総括について申し上げます。 

   一般会計と特別会計を合わせた総計決算では、歳入歳出差引額で５億１，８０６万

３，０００円の黒字であります。翌年度へ繰り越すべき財源は、繰越明許が１億２，

９８９万６，０００円あるため、実質収支額は３億８，８１６万７，０００円の黒字

となりました。 

   次に、一般会計の財政構造について申し上げます。 

   歳入を財源別に見ますと、自主財源が２３．４％、依存財源が７６．６％の比率に

なっており、前年度と同率になっています。この構成内容につきましては、審査意見

書３並びに４ページをごらんいただきたく思います。現状では、依然として財政基盤

の安定性と行政活動の自立性が確保されているとは言いがたい状況にあります。 

   また、歳入を経常的収入と臨時的収入とに区分すると、審査意見書５ページのよう

になります。昨年度と比べると、経常的収入と臨時的収入とも減収しております。詳

細につきましては、後ほど審査意見書５ページをごらんいただきたく思います。 

   性質別歳出状況につきましては、まず義務的経費が前年度より１８６万５，０００

円の微増となっております。投資的経費につきましては２億２，５４０万２，０００

円、率にして６．９％増加し、その他の経費は５億４，５６８万８，０００円、率に

して８．１％減少となっています。主な要因につきましては、後ほど審査意見書６ペ

ージをごらんいただきたく思います。 

   今後におきましては、公債費、人件費など経常経費を抑制するとともに、事務事業

の評価等により事業の見直しを図っていく必要があります。総じて見れば、財政運営
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は前年度に比べ、やや硬直化が進んでいると考えられます。次世代への負担を考慮し、

より健全な財政運営を志向していただきたく要望するものであります。 

   次に、財政構造の弾力性について申し上げます。 

   審査意見書７ページに記載しておりますが、財政力の総括的指標となる財政力指数

は前年度より０．００９ポイント好転し、０．３３２となっております。なお、和歌

山県の町村平均０．２８６と比較しますと０．０４６ポイント上回っています。財政

構造の弾力性を判断する経常収支比率は８６．５％と前年度比２．１ポイント上回っ

ております。通常この指標は、７０％から７５％程度におさまることが妥当と考えら

れておりますので、当町の場合、経常収支比率は高い水準にあり、財政構造の硬直化

が進んでいると言えます。 

   また、公債費による財政負担の程度を示す指標である実質公債費比率（単年度分）

では、前年度に比べ０．１ポイントふえ１３．１％となっております。平成２２年度

の和歌山県の町村平均は１２．０％ですから、県内の他の町村と比べると、当町の実

質公債費比率はやや上回っていると言えます。 

   以上の各指標等から勘案するに、改善の努力は認められるものの、現状においては

必ずしも財政構造の弾力性が維持されている状況にはなく、今後一層の努力を要する

ものと考える次第であります。 

   それでは、次に一般会計の決算について申し上げます。審査意見書８ページ以降に

詳細を記載しております。 

   平成２３年度一般会計決算収支は、歳入総額１６９億７，８３５万５，０００円、

前年度比１．９％の減、歳出総額１６５億６，２１６万３，０００円、前年度比１．

９％減で、歳入総額から歳出総額を引いた形式収支額は４億１，６１９万２，０００

円となっております。このうち翌年度へ繰り越すべき財源は１億２，３２６万９，０

００円で、これを除いた実質収支額は２億９，２９２万３，０００円の黒字となって

おり、さらに前年度の実質収支額２億８，６７５万１，０００円を差し引いた単年度

収支額は、６１７万２，０００円の黒字ということになっております。 

   次に、町債の状況を申し上げますと、平成２３年度末の残高は２３１億５，２５２

万２，０００円であり、前年度末と比べて１億７，３０６万２，０００円の増額とな

っておりますが、今後とも計画的な残高の削減と健全な財政運営に努められるよう期

待するところであります。 

   また、債務負担行為の状況につきましては、審査意見書８ページに記載のとおり、

平成２４年度以降の支出予定額は２７億１，３８３万８，０００円で、これは町債と

同じ性格であり、今後十分考慮して財政運営に当たられることを要望いたします。基

金の残高状況につきましては、審査意見書９ページに記載しておりますが、平成２３

年度末現在高は７４億９，３６４万６，０００円で、前年度末から７億５，６２０万

９，０００円増加しております。基金の運用については、資金の安全性を第一に考え、

－２５－ 



適正な管理、運用に努められることを希望いたします。 

   以上が、一般会計歳入歳出決算審査意見の総論でございます。 

   次に、歳入歳出の各節の御説明を申し上げます。審査意見書１０ページから２３ペ

ージでございます。 

   歳入決算額は、予算現額１８４億８，９７０万６，０００円に対し収入済額１６９

億７，８３５万５，０００円で、収入率は９１．８％となっております。また、収入

調定額１７１億３，０９３万７，０００円に対する収入率は９９．１％で、前年度よ

り０．１ポイント下がっております。詳細は、審査意見書１０ページ及び巻末の別紙

１を御参照ください。 

   町税につきましては、審査意見書１０ページに記載のように、町税歳入決算額は２

８億８，６２６万３，０００円で、前年度比７，２６１万１，０００円、率にして２．

６％増加しています。 

   次に、滞納整理につきましては、平成２３年度末、収入未済額は１億３，０８７万

３，０００円と前年度比１，２３５万９，０００円増加しております。徴収率につい

て見ますと、平成２３年度の和歌山県下全体の平均は昨年度より０．７ポイント上が

り９２．２％であります。有田川町では、逆に昨年度より０．３ポイント下がり９５．

５％となっており、和歌山県の中では高い水準にあるものの、 近の徴収率は下がる

一方であり、随時監査でも指摘しているように、租税負担の公平性の観点等から、徴

収率向上に向け、より一層の努力を注いでいただくようお願いいたします。 

   また、不納欠損処理につきましても、その処理は法令に準拠しており適切に処理さ

れていますが、今後その処理については、公平性の原則の上において、より適切な処

理をされるようお願いいたします。 

   その他、款別の収入の状況につきましては、審査意見書１２ページから１７ページ

を御参照いただきたく存じます。 

   次に、歳出につきまして申し上げます。 

   予算現額１８４億８，９０７万６，０００円に対し支出済額が１６５億６，２１６

万３，０００円で、執行率８９．６％となっており、翌年度への繰越明許費繰越額は

１６億３，０１６万５，０００円で、繰り越しを含めた執行率は９８．４％でありま

す。また、全体で２億９，６７４万８，０００円の不用額を生じておりますが、予備

費を除いた実不用額は１億１，４３１万２，０００円となっております。 

   その他、款別の支出の状況につきましては、審査意見書１８ページから２３ページ

に詳しく記載しておりますので、後ほど御参照いただきたく思います。 

   以上をもちまして、一般会計の報告を終わらせていただきます。 

   次に、特別会計の決算について御報告申し上げます。審査意見書２４ページから３

９ページ、並びに別紙５以降に詳しく記載しておりますので、概要のみ申し上げます。 

   平成２３年度の各特別会計全体の決算収支は、歳入総額８９億７，５５９万９，０
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００円、歳出総額８８億７，３７２万８，０００円で、歳入総額から歳出総額を差し

引いた形式収支額は１億１８７万１，０００円となっております。そのうち翌年度へ

繰り越すべき財源は６６２万７，０００円、実質収支額は９，５２４万４，０００円

となり、前年度実質収支額７，４１６万８，０００円を控除した単年度収支額は２，

１０７万６，０００円の黒字となっております。 

   次に、主な特別会計について概要を御報告申し上げます。 

   国民健康保険特別会計につきましては、実質収支は７，６９４万８，０００円の黒

字となっているものの、一般会計から繰入金等により黒字化している状況にあり、国

保財政は依然として厳しい状況にあります。 

   なお、不納欠損額、収入未済額は前年度に比べそれぞれ増加し、収納率は８７．

６％、ちなみに前年度は８７．２％であり、０．４ポイント上昇しています。健全な

財政運営を推進する上で収納率の向上と累積滞納額の削減を図られるよう、一般会計

と同様に徴収率の向上に向け、より一層の努力をお願いいたします。 

   次に、介護保険事業特別会計につきまして、歳入歳出規模は年々増加しており、本

年度も一般会計より３億９，６６５万７，０００円の繰り入れを行っています。また、

６３５万６，０００円の収入未済額が生じていますが、実態を把握の上、適切な対策

を講じられるよう要望いたします。高齢化が進行し保険給付費が増加する中で、今後

は予防医療の推進等行政の積極的な対応が重要であると認識いたします。 

   後期高齢者医療特別会計につきましては、高齢化社会の中で将来にわたり持続的か

つ安定的な医療保険制度を運営する目的で、老人保健制度にかわり平成２０年度から

スタートした制度でありますが、さまざまな問題点が指摘され、現在見直しが進めら

れています。本年度は一般会計から４億６，７９７万７，０００円を繰り入れしてい

ます。また、１６６万円の収入未済額が生じていますが、実態を把握の上、適切な対

策を講じられるよう要望いたします。 

   公共下水道事業特別会計につきましては、平成２１年４月から一部供用が開始され、

平成２３年度末時点での接続率は４１．４％と順調に推移しています。今後は厳しい

経営状況が予測されることから、加入促進を強力に推進するとともに、使用料や負担

金については滞納額を発生させないよう一層の努力をお願いいたします。 

   また、町債につきましては、平成２３年度末現在高は４７億２，７７４万９，００

０円であり、本年度中に３億７，５６１万２，０００円増加しました。今後も事業の

進捗に伴い、町債の増加や公債費の増加が見込まれることから、財政の裏づけのある

より現実的な事業計画を立てられるよう望むところであります。 

   その他特別会計につきましては、審査意見書に詳しく記載しておりますので省略さ

せていただきます。 

   後に、実質収支に関する調書、財産に関する調書、基金の運用状況につきまして

は審査意見書に記載のとおりでありますが、この附属書類の計数には誤りはなく、基
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金運用も目的に沿って活用されていると認められます。 

   以上をもちまして一般会計並びに各特別会計の報告を終わらせていただきます。 

   引き続きまして、平成２３年度有田川町水道事業会計でございます。審査に付され

ました決算諸表は、いずれも地方公営企業法、その他関係法令に準拠して作成されて

おります。事業の経営成績及び財政状態は適正に表示されており、その数値は正確で

あると認められます。 

   以下、お手元に配付しております平成２３年度有田川町水道事業会計決算審査意見

書の内容を中心に御説明申し上げます。 

   経営状況につきましては、平成２３年度における収益的収支のうち水道事業収益に

あっては３億８，１６２万４，０００円、前年度比５．４％の減、水道事業費用にあ

っては３億１，１１２万５，０００円、前年度比２．４％の減となりました。この結

果、純利益は７，０４９万９，０００円となり、前年度に比べ１，４２５万７，００

０円の減益となっております。これは給水収益が昨年度に比べ２，１６８万３，００

０円減少したことによるものです。 

   一方、資本的収支でありますが、資本的収入は１億５，１６９万５，０００円、資

本的支出は２億４，３２５万６，０００円となっており、差し引き９，１５６万１，

０００円の不足額が生じましたが、この不足額につきましては、審査意見書８ページ

に記載させていただいたとおり、当年度分消費税等資本的収支調整額、過年度分及び

当年度分の損益勘定留保資金により補填されております。 

   次に、給水状況でございます。審査意見書３ページに記載させていただいたとおり、

前年度に比べ水量は減少しております。年間有収水量は前年度比２２万２，９７８立

方メートルの減少となっております。有収率では８４．３％と前年度比３．５ポイン

ト改善されております。これは漏水調査及びそれに伴う修繕工事を行ったことによる

もので、今後も有収率の低下を招かないよう水道管の更新や漏水調査等の対策を講じ、

有収率の向上を図られるようお願いいたします。 

   未収金につきましては１億５，４７０万６，０００円でありましたが、そのうち１

億４，８８２万１，０００円は他会計の事務負担金や工事負担金であり、一般会計側

の出納整理期間中に全額収納されています。水道料金の未収金は４８４万２，０００

円で、収納率は９８．６％と前年度に比べ０．３ポイント向上しています。 

   水道料金については、利用者負担の原則から引き続き未納解消に努められますとと

もに、悪質な滞納者に対してはしかるべき措置を講ずるなどの厳格な対応を図られま

すようお願いいたします。 

   その他詳細につきましては、お手元に配付いたしました平成２３年度有田川町水道

事業会計決算審査意見書に水道事業の財務諸表を添付し、損益及び財政状況を示して

おりますので、後ほどごらんいただくようお願いいたします。 

   これにて水道事業会計を終わらせていただきます。 
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   次に、審査に付されました平成２３年度健全化判断比率等はいずれも関係法令に準

拠して作成されており、これらの算出過程並びに比率等については、いずれも適正で

あると認められます。各比率は前年度より改善されているものの、依然として厳しい

財政状況にあることから、今後これらの指標の動向を十分注視し、健全な財政運営を

されるよう要望いたします。 

   次に、各比率ごとの意見について申し上げます。お手元の審査意見書において詳し

く記載しておりますので、概要を申し上げます。 

   まず、実質赤字比率につきましては、先ほど御報告したとおり、平成２３年度の実

質収支は２億９，２９２万３，０００円の黒字であります。したがって、実質赤字比

率は発生しておりません。しかしながら、歳入のうち４２．５％を地方交付税に依存

しております。普通交付税の合併算定替特例措置の終了する平成２７年度以降に備え

た財政規模の見直しが必要になるものと予測されます。 

   次に、連結実質赤字比率について申し上げます。普通会計に公営事業会計を含めた

連結での実質収支は、全ての特別会計において黒字となり、連結実質赤字比率は発生

していません。実質公債費比率につきましては、３カ年平均であらわすことにより１

３．５％となっております。前年度１４．２％と比較して０．７ポイント改善されて

おります。 

   次に、将来負担比率について申し上げます。審査意見書３ページをごらんいただき

たいと思います。将来負担比率は６６．３％となっており、この数値も昨年度より１

０．４ポイント改善されており、早期健全化基準の３５０％を大幅に下回っておりま

す。しかしながら、公共下水道事業の地方債残高は年々増加していることなど、今後

ともより健全化を志向していくことが肝要であると考えます。 

   後に、資金不足比率について、これは審査意見書３ページから４ページに記載し

ておりますが、各会計とも資金不足は発生しておりません。しかし、水道事業会計と

浄化槽事業特別会計を除く各特別会計では、繰り入れ基準以上の一般会計からの繰り

入れを行っております。今後これらの抑制に努め、受益者負担ないし独立採算を原則

とした思考で努力されることを期待いたします。 

   以上、平成２３年度有田川町各会計決算の審査意見及び財政健全化判断比率等の報

告を行いましたが、なお一層財政健全化を志向し、町民の信頼に応えるため、行政の

改革と執行体制の確立をお願い申し上げまして、監査委員としての報告を終わらせて

いただきます。 

○議長（中山 進） 

   以上、監査委員の報告が終わりました。 

   暫時休憩します。 

   休憩中に３階中会議室において全員協議会を開催しますので、よろしくお願いいた

します。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩 １１時１７分 

再開 １６時３６分 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中山 進） 

   再開いたします。 

   お諮りします。 

   本日の会議時間は、都合によりあらかじめ２時間、午後７時まで延長したいと思い

ます。 

   御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、本日の会議を２時間、午後７時まで延長することに決定しました。 

   休憩します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩 １６時３７分 

再開 １７時５０分 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中山 進） 

   再開いたします。 

……………日程第５ 報告第１９号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第５、報告第１９号、専決処分の承認を求めることについて、平成２４年度有

田川町一般会計補正予算第２号を議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「討論なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   討論なしと認めます。 

   これより、採決を行います。 

   本件を承認することに賛成の方は、起立願います。 

〔起立多数〕 
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○議長（中山 進） 

   起立多数であります。 

   よって本件は、承認することに決定しました。 

……………日程第６ 報告第２０号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第６、報告第２０号、平成２３年度有田川町財政健全化判断比率等についてを

議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認め、これで報告を終わります。 

   お諮りします。 

   日程の順序を変更し、日程第１６、議案第７６号から日程第３２、議案第９２号ま

で及び日程第３８、議案第９８号から日程第５５、議案第１１５号までを先に審議し

たいと思います。 

   御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   異議なしと認めます。 

   日程の順序を変更し、日程第１６、議案第７６号から日程第３２、議案第９２号ま

で及び日程第３８、議案第９８号から日程第５５、議案第１１５号までを先に審議す

ることに決定しました。 

   お諮りします。 

   日程第１６、議案第７６号から日程第３２、議案第９２号までの１７件を一括議題

としたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   異議なしと認めます。 

……………日程第１６ 議案第７６号～日程第３２ 議案第９２号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第１６、議案第７６号から日程第３２、議案第９２号までの１７件を一括議題

とします。 

   一括して質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 
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   お諮りします。 

   ただいま議題となっています議案第７６号から議案第９２号までの１７件について

は、６人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託したいと思いま

すが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、議案第７６号から議案第９２号までの１７件については、６人の委員

で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審議することに決定しまし

た。 

   お諮りします。 

   ただいま設置することに決定しました決算審査特別委員会の委員の選任については、

委員会条例第７条第１項の規定によって、議長において、増谷憲君、東武史君、佐々

木裕哲君、新家弘君、西弘義君、森谷信哉君を指名したいと思います。 

   御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、ただいま指名した６人を、決算審査特別委員会の委員に選任すること

に決定しました。 

   暫時休憩いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩 １７時５４分 

再開 １７時５５分 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中山 進） 

   再開します。 

   報告いたします。 

   ただいま設置されました決算審査特別委員会により正副委員長について、互選され

た結果の報告を受けています。 

   委員長に佐々木裕哲君、副委員長に東武史君が選任されましたので御報告いたしま

す。 

   お諮りします。 

   決算審査特別委員会に付託して審査することに決定した議案のうち、議案第７６号

から議案第９１号までの１６件は、閉会中の継続審査としたいと思います。 

   これに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、議案第７６号から議案第９１号までの１６件は、閉会中の継続審査と

することに決定しました。 

   お諮りします。 

   日程第３８、議案第９８号から日程第５０、議案第１１０号までの１３件を一括議

題としたいと思いますが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   異議なしと認めます。 

……………日程第３８ 議案第９８号～日程第５０ 議案第１１０号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第３８、議案第９８号から日程第５０、議案第１１０号までの１３件を一括議

題とします。 

   一括して質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   質疑なしと認めます。 

   お諮りします。 

   ただいま議題となっています日程第３８、議案第９８号から日程第５０、議案第１

１０号までの１３件については産業建設常任委員会に付託したいと思いますが、御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中山 進） 

   異議なしと認めます。 

   したがって、日程第３８、議案第９８号から日程第５０、議案第１１０号までの１

３件については、産業建設常任委員会に付託して審査することに決定しました。 

……………日程第５１ 議案第１１１号…………… 

○議長（中山 進） 

   日程第５１、議案第１１１号、平成２４年度都市農山漁村総合交流促進施設レスト

ラン・物販棟新築工事の請負契約についてを議題とします。 

   質疑を行います。質疑はありませんか。 

   １０番、殿井堯君。 

○１０番（殿井 堯） 

   これ、レストラン販売の入札ですね。これについて、入札指名業者、特定というこ
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とで判断されると思うんですけども、この特定というのは今まで、小川小学校のプー

ルからずっと特定で来てますね。だから同じメンバーですよね。だから、４，０００

万円以上を下請へ出す場合に、特定でなければならない、特定を持ってなければなら

ないという理由で多分このメンバーになったと思いますけども、これは正式に言うて、

仮に特定を持ってなかっても、この入札へ参加できる、こなせる業者の実績とかそん

なもんがある業者でも特定を持ってないために入れんと。ただ、その下請４，０００

万円を出さんとわしとこで全てやるんやって言うたら、これ権利はありますね。そこ

らの点もひとつお聞かせ願いたいのと、これ同じ業者がくるくる何項目かのなんでや

ってると。これやったら、やっぱりどうしても支障を来すというふうな感覚になって

ると思うんで、どこがどうのとか、ここがどうのとはこの議会ではもう申しません。

申しませんけど、もうちょっと入札方法、何十遍も同じメンバーで、仮に金屋町の庁

舎のこれを例にとってやれば、三洋建設が入札したと、仮に９５やと。それの下請へ

同指名の入っている人間が下請をしたと。まず三洋さんがとったと。それでＡ、Ｂ、

Ｃ、この同じグループの中で下請してると。悪う言えば、おまえがこれをとれと、そ

れでわえとこ、わえとこ、わえとこと下請させてくれと。次に物件をおまえがとった

ら、わえとこ、わえとこ、わえとこで下請させてくれというふうな感覚で回りやすい

と思うんで、その指名資格審査委員会のあり方をどう考えているんか。それと特定で

出さんと入札ができやんのか、ここを１点お聞かせください。 

○議長（中山 進） 

   町長、中山正隆君。 

○町長（中山正隆） 

   殿井議員の質問にお答えをしたいと思います。 

   以前、僕もできるだけ町内業者で力のある人、それは特定を持ってあろうがなかろ

うが、入っていただいたらええということで入れた経緯があります。その時点で、あ

る議員に、これ特定を持ってないのに、この６，０００万円以上の工事に出すんはお

かしいんちゃうかという御指摘を受けまして、これを議会で受けました。そのために、

それから特定業者に限って、今、入札に参加をしていただいておるというのが現状で

あります。議会が許してくれるんであれば、もう少し枠を広げて、今後、入札に参加

していただけることはできると思いますんで、その点、議会のほうで御承認をいただ

けたら。以前は１回、特定を入れんとやったことあるんです。ほいたら議会で、特定

を持ってないのにこの業者はどういうことかということで質問を受けました、ある議

員から。それ以後、ずっと６，０００万円以上、６，０００万円までは特定はなかっ

ても入れるんですけれども、６，０００万円以上の工事については特定の方に今はお

願いしているという実情でありますんで、御理解を賜りたいと思います。 

   僕はもう少し広げてみんなでやってくれたらいいという考えは持ってます。ただ、

議会でそういう御質問を受けて、これおかしいんちゃうかという指摘を受けた経緯が
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あって、それから特定業者さんに６，０００万円以上の工事についてはお願いしてい

るという現状であります。とにかく、地元の業者というのも、これは地元の企業であ

りますんで、みんなに入っていただけるように、地元でやってもらうということが基

本でありますんで、そこら辺も今後また１回検討をさせていただきますんで、議会の

ほうからもぜひ応援をしていただきたいと思います。 

  （「まだ、なん違いますよ。質問事項の答弁漏れ。特定を持ってない業者も入れる金

額なんですか、６，０００万円以上は。特定を持ってなかったら、６，０００万円以

上へ入れるんか、入れやんのか、それは結局どうなりますか。」と殿井議員、呼ぶ） 

○町長（中山正隆） 

   それは別に入っても構わんと思います。 

  （「ちょっと待って、それはおかしいで」と殿井議員、呼ぶ） 

○町長（中山正隆） 

   ６，０００万円以上になったら下請へ出さんなんところがあるんで、それは特定で

はなかったらちょっとぐあい悪いなと。 

○議長（中山 進） 

   １０番、殿井堯君。 

○１０番（殿井 堯） 

   ６，０００万円以上とかそんなんは、町長、関係ないん違いますか。４，０００万

円以上を下請へ出すから、特定を持ってなかったら悪いということなんと違いますか。

６，０００万円、７，０００万円でも構わんと。要するに、４，０００万円以上を下

請へ出す場合は、特定を持ってなかったら下請へ出せないということと違いますか。 

  （「４，５００」と呼ぶ者あり） 

○１０番（殿井 堯） 

   ４，５００万円以上を下請へ出す場合、もし下請へ出さなんだら、特定を持ってな

かっても業者は入れるということでしょう。 

   これ１回目になるさかい、議長、ちょっと考えといてよ。これ、まだあっちこっち、

どっちが何やわからんようになってるさかい。 

  （「ちょっと暫時休憩して」と呼ぶ者あり） 

○議長（中山 進） 

   暫時休憩します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩 １８時０６分 

再開 １８時０９分 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中山 進） 

   再開いたします。 
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   副町長、山﨑博司君。 

○副町長（山﨑博司） 

   お答えします。 

   今の特定業者の件ですけども、町の基準は６，０００万円ということで決めており

ます。それ以下の業者については、資格審査の段階で決めるわけですけども、今御質

問のように、６，０００万円以上であっても自社によって十分施工可能だということ

だと思いますが、これについては、その業者については資格審査会で慎重に審査させ

ていただきます。 

○議長（中山 進） 

   １０番、殿井堯君。 

○１０番（殿井 堯） 

   もう３回目ですから、 後の質問になると思うけども、特定業者というのは特定で、

その資格を持っていると。４，５００万円以上を下請へ出しても、それは構いません

という何を持ってるということだけを確かめてそういうふうになりましたけどね。た

だ、この指名審査委員会にかけるときに、この９社、この前は入ってますね、このあ

さぎりの販売棟。９社入ってるんやけど、これ８社とか９社で、 近入ったのはこの

徳岡さん。 近、初めてこの徳岡という業者が入ってきたと。それともう１つは、入

ったり入らなんだりしてるのはこの野田さん。これは１級建築士の資格を持った人が

ない場合は入れませんね。だから、それは事前に審査のほうで１級建築士を２人持っ

てますかということで、それはクリアした業者がこれへ入ってると思うんです。そう

いう判断でいいとは思うんですけども、ただ万が一、この業者に対して、さっきから

言うてるように、同じメンバーで入れて、誰かがとったら、同じそのメンバーが下請

へ皆入ってると。はっきり言うて、御霊のプールから始まって、その小川のプールが

一番 初で、その下請へ、この同じ指名業者が同じように下請してると。次のときに

とったら、今度はＢがとったら、Ｃ、Ｄさんが同じように下請へ入ってると。今まで

の特定で調べてもらったらすぐわかりますけども、それはもうどの業者を選んで、ど

の業者が下請へ入ろうと、それはとった業者の権限やって言われりゃ、そういう言い

方をされれば仕方ない。ただ、同じこの８社で、同じように下請も皆回ってると。 

   またこなえだうち金屋中学校の、この件もこのときに物すごい問題になりました。

三洋さんがとりまして、そこへ同じこのメンバーが３社が下請へ入ったと。間違いな

いですね。下請というのは、もう総務のほうへ登録してるはずなんで。その次に入札

された、この今やってる、もう完成しました武道館、これも次の業者がとって、それ

であと２社、この中のメンバーが下請へ入ってると。それが今まで何十回って繰り返

されてるんで、こういうのはいかがなもんですかっていうことなんで、その疑問に対

して一遍お答えをしてください。それで質問を終わらせていただきます。 

○議長（中山 進） 
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   町長、中山正隆君。 

○町長（中山正隆） 

   僕もその今までの工事の下請の、総務へは来てるそうですけど、それは見たことが

ないんで。今後、できるだけ特定の方がとれば下請へ回せるということでありますん

で、含めてこれから町内業者に幅広くやっていただけるように指導、指導できるんか

できんかわかりませんけれども、その方向で町としては進んでいきたいと思います。 

○議長（中山 進） 

   ほかに質疑はありませんか。 

   １７番、亀井次男君。 

○１７番（亀井次男） 

   今の話は、全員協議会でもこの議案説明のときに行って、ただ町長のところへどう

耳に入ってるんか知らんけど、副町長のとこまで議員がいろいろ話をしてると。もう

これを流会でということで、議員が過半数に近いぐらい出てるんで、議長、すまんね

けどね、今提案してるんやけど、これを置いて、あとの消防関係の問題もあるんで、

これを一遍審議、先にしていただきたいと。そうせんなんだら、この話が流れたら、

あとの議題まで何すると思うんで、そこの点、一遍、議長、ちょっと計らって、これ

を今のとこで中止にして、次の議案第１１２号関連の審議をしていただきたいと思い

ます。御検討をお願いしたいと思います。 

○議長（中山 進） 

   ６番、前利夫君 

○６番（前利夫） 

   流会は本会議において、議長が宣言して初めて流会が成立するんでございまして、

会議の冒頭に当たりまして、本日につきましては全員出席して会議が開会されており

ます。その途中で出ていった者については、みずからの議決権を我がから放棄したん

ですよって欠席とみなして、当然、採決権が我がで放棄したことになるんですが。事

務局長、この点について、国会らもそういう方式になっておりますけど、地方議会に

おいてはどういうふうになるんですか。法的な解釈をまずお示しいただきたいと思い

ます。 

○事務局長（山本泰司） 

   議員の質問にお答えします。 

   現在、出席議員は１０名でございます。２分の１の議員が出席されておりますので、

この会は成立していると思います。 

○議長（中山 進） 

   ６番、前利夫君。 

○６番（前利夫） 

   それを結局、このメンバーでこれだけの数があれば議決については有効だっていう
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ように今の発言でございますが、それでよろしいんですね。 

○議長（中山 進） 

   はい、どうぞ。 

○事務局長（山本泰司） 

   その解釈で結構だと思います。 

○議長（中山 進） 

   １２番。よろしいですか。１２番。 

○１２番（楠部重計） 

   採決の時、出て行ったらどうなんのよ。 

○議長（中山 進） 

   それは個人の自由です。 

  （「採決の時出て行くて、それはもう権利放棄やっていう」と前議員、呼ぶ） 

  （「これ、順番を変えられんのかというんだけ、いっぺん聞いといてほしいよ」と亀

井議員、呼ぶ） 

○議長（中山 進） 

   後で提案します。 

   今の件について、問題ないですか。 

  （「そやけど、この件で出ていった議員はあるけど、ほかの件では出ていかない議員

というのが、多分この件に係ったさけちょっとぐあい悪いさかいに、１１１ですか、

この件で出ていったけど、仮に消防の件とかそんな件は一切それの類いは出てないん

やから、多分それを先にやったら皆残ってますと。この件だけ出ていったということ

でしょう」と殿井議員、呼ぶ） 

○議長（中山 進） 

   暫時休憩します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩 １８時１８分 

再開 １８時１９分 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中山 進） 

   再開をいたします。 

   ただいま１７番、亀井次男君からの提案なんですけども、１１１号を後に回して、

先に１１２号から採決したらどうですかという話なんですけど、どのように計らいま

すか。 

   賛成の方は挙手願います。 

   ―― ６番、前利夫君。 

○６番（前利夫） 
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   それじゃあ時間をまた延長して、きょう、議長としては採決するつもりはあるんで

すか。それとも、もう延ばすんですか。その辺はもうはっきりしてくださいよ。 

○議長（中山 進） 

   採決する予定です。 

○６番（前利夫） 

   延ばすんやったら、そんな好き勝手で、議案ごとに何をするっていうようなこと、

習慣づけたらえらいことになってくるで。そんな議会らって通るかよ。我が気に入ら

んさけ会議を出とる、それやったら反対を表明したらええんや、堂々と。 

  （「順番にとってよ」と殿井議員、呼ぶ） 

○議長（中山 進） 

   いや今、亀井君の。 

  （「だから亀井議員は亀井議員の意見で、我々はもうやってください言うとるんやけ

やってよ」と殿井議員、呼ぶ） 

○議長（中山 進） 

   その決を今とっているわけです。 

   どうしますか。賛成の方は挙手願います。 

  （「賛成というのは、今やってるのをやるの」と殿井議員、呼ぶ） 

○議長（中山 進） 

   ちゃうちゃう、亀井議員の。 

  （「順番どおりやっていくということやね」と佐々木議員、呼ぶ） 

○議長（中山 進） 

   違う、違う。亀井議員の提案。 

  （「うちは挙手やない、起立やぞ、採決は」と前議員、呼ぶ） 

○議長（中山 進） 

   起立願います。 

  （「後へ回すいうことやろ」と殿井議員、呼ぶ） 

〔起立少数〕 

○議長（中山 進） 

   ―― それでは、亀井議員の提案は否決されました。 

   ほかに質疑はありませんか。 

○議長（中山 進） 

   ６番、前利夫君 

○６番（前利夫） 

   私、この問題に関連して一遍まあ聞いておきたいんです。 

   いわゆる執行部も、この際はっきり見解を求めておくのは、いわゆる私は産建に所

属しておりまして、何回かこの問題の討議をやったんでございます。要するに入札方
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式というのは、一般競争入札、それから指名入札、もう１つは随契、この３つは地方

自治法において許されております。これは当然この特定業者を交えてやるということ

については、先ほども質問がありましたとおり、金額によってそういう制度があるわ

けでございますが。これ本当に今の状況の中で、国はもうもちろんのことでございま

すが、県自体も非常に 近では、指名競争入札をやめておる県もあるし、もちろん大

きな市であればそういうことはもうやめてる何があります。 

   御案内のとおり、うちのこの公共事業に対する契約条例を見ても、１０１条に指名

業者の責任について、この前も産建の委員長が主催というか説明をされる、３１日の

会議においても、私、追及させていただいたんでございますが。その指名の条件とし

て２つあります。１つは、過去における町との契約の履行が誠実であったもの、これ

が１つの条件になります。もう１つは、契約の履行が誠実かつ確実と見ておられるも

の。これ、なぜ私が言いますかといいますと、残念ながら今度の、これにも関連する

んですが、入札において瑕疵の問題が発生しました。これは契約の設計した相手方も

認めて、覚書によって町長と、この瑕疵については責任をもって私は処理しますとい

うことは何されとんのですけどね。この辺についての今後絶対的に今の２つの条項に

なんして、審査会においてもやってもらわんと、状況を、本当に世間全体から見て、

何をやってるの、やっぱり昔の指名入札に隠れて談合をやってるんねやないかという

のは、これがもし関係当局の耳に入ったら大変なことになりますよ、私が言うとおり。 

   しかも、これは我々が要求すれば、当然その特定業者による、先ほども１０番議員

が質問されましたとおり、過去の特定を入れたずっとパーセンテージを出しなさいよ

と言われたらですよ、これ当局は否定できませんよ、業者から言われても。まして議

会の代表である議員から請求があった場合は、これは１人の請求があっても答えなけ

ればいけませんよ、文書によって、口頭やなしに。 

   その中で、そういう今回のような例はずっと集積されておるとしたら、これ何かの

機会において修正せなんだら、こんなことをいつまでも続けよったら、この財政の厳

しいって口で言いもてですよ。片一方は、入札やったら、大手の場合やったら７５％

前後、片一方は９４％、場合によったら９８％、こんな何がこれ、それを認めていく

ことになってきたら、本当にものすごい大きな問題になってくると思うんです。 

   たいへんあれですけども、あれだけ論議する中で、今度の問題をめぐりまして、議

長、全員協議会でも検討、みんなの意見を聞く中で、１つのけじめをこの際きちっと

つけとかんと、これがあたかも有田川町の今までもやってきて、これからもこれを継

続するんだということになってきて、これはもうほんまに奥へ行って、あの瑕疵の問

題が出た途端に、ここに行政局長もおりますけど、今、あれに関連した旧清水の町内

の業者がどんなことを言うてるか。また、住民が今何を言うてるか、この住民の声を

きちっと背景にした適切な議会としての対応をとっておかなんだら、議会自体も議長、

同じ当局と責任を負わんなんですよ、１回間違いを起こしたことになってきたら。そ
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うでしょう。 

   あの和歌山大学との契約したことを、今度、我々は初めて知ったんでしょう。私が

知ったのは８月３１日、あの文書１つを見てでも、町にあれだけの文書をつくる、残

念ながら能力はないと、あれを見たらわかりますよ、ほんまに。 

   和歌山大学が持ってきた契約書へ町の 高責任者は判を押しとるのにすぎないとい

うことはもう明らかに立証されるんじゃないんですか。ほんまに今、本当に町を憂う

んであれば、一歩後退してでも町執行部も業者自体も、私はこの問題をきちっと議会

がけじめをつけても、決して苦情は出てこんと思うんですよ。だから、この際、もう

早くけじめをつけて、一時不再議でこの会期中はともかくとして、これを起点にして

善処する方法をきちっとこの場でもう、そんないろいろ論議する、ただいうことやな

しに、けじめをつけとかんと、これ大変なことになりますよ。これだけ、私はもうは

っきり申し上げておきますよ。 

○議長（中山 進） 

   定足数に達していませんので、議会は成立いたしません。 

   休憩します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

休憩 １８時２９分 

再開 １９時００分 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（中山 進） 

   時間が来ましたので、本日の会議は流会になります。 

   終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

延会 １９時００分 


